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冬
の
御
岳
渓
谷
　
野
鳥
観
察
会

　

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

知
ら
れ
る
御
岳
山
。
休
日
は

時
間
に
追
わ
れ
る
都
会
の
生

活
か
ら
離
れ
て
、
木
々
や
清

流
が
織
り
な
す
美
し
い
風
景

や
四
季
の
彩
り
を
求
め
て
多

く
の
方
が
訪
れ
ま
す
。
標
高

929
ｍ
、
遠
く
に
輝
く
地
上
の

星
々
を
一
望
で
き
、
夜
空
に

は
数
え
き
れ
な
い
星
を
眺
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
え
わ
た
る
夜
空
の
下
、

星
空
案
内
人　

の
解
説
で
月

や
惑
星
を
存
分
に
観
察
し
た

後
は
、
天
空
の
集
落
で
ゆ
っ

く
り
と
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

日
程

12
月
10
日
(
金
)
〜

11
日
(
土
)

行
程

▽
12
月
10
日
(
金
)
…
午
後

１
時
・
御
岳
登
山
鉄
道
御

岳
山
駅
集
合
〜
午
後
２
時

20
分
か
ら
・
武
蔵
御
嶽
神

社
参
拝
と
見
学
(
ガ
イ
ド

付
き
)
〜
５
時
か
ら
・
星

空
観
察
(
ガ
イ
ド
付
き
)

〜
宿
坊
泊

▽
12
月
11
日
(
土
)
…
午
前

９
時
30
分
・
御
岳
登
山
鉄

御
岳
山
か
ら
星
の
世
界
へ
！

天
空
の
集
落
と
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

道
御
岳
山
駅
集
合
〜
９
時

45
分
・
御
岳
登
山
鉄
道
・

バ
ス
乗
車
〜
10
時
15
分
・

御
岳
渓
谷
散
策
〜
10
時
40

分
・
小
澤
酒
造
清
流
ガ
ー

デ
ン
澤
乃
井
園
〜
11
時
30

分
・
澤
乃
井
ガ
ー
デ
ン
解

散
対
象　

小
学
生
以
上

定
員　

先
着
20
人(
予
約
制
)

※
最
少
催
行
人
数
10
人

費
用　

１
万
５
千
円(

税
込

み
)

※
１
人
部
屋
は
３
千
円
追
加

※
宿
泊
代
(
１
泊
２
食
)、

復
路
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
運

賃
、
復
路
バ
ス
運
賃
、
武

蔵
御
嶽
神
社
案
内
ガ
イ
ド

代
、
小
澤
酒
造
試
飲
代
を

含
む

申
し
込
み

15
日
か
ら
電
子

メ
ー
ル

ome-2481@om

ekanko.gr.jp

ま

た

は

電
話
☎
24
・
２
４
８
１
で

(
一
社
)
青
梅
市
観
光
協

会
へ

東
京
都
知
事
登
録
旅
行
業　

地
域
７
６
２
３
号

※
申
し
込
み
受
付
後
振
り
込

み
先
を
連
絡
し
ま

す
。

※
メ
ー
ル
の
場
合

は
、

件

名

を

「
御
岳
山
星
空

ツ
ア
ー
」
と
し
、

本
文
に
住
所
、

氏ふ

り

が

な名
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番

号
(
な
る
べ
く

携
帯
電
話
)
を

記
載
し
て
く
だ

さ
い
。

青
梅
市
の
文
化
遺
産
59

秋

の

七

草

市
文
化
財
保
護
指
導
員
　
御
手
洗
　
望

　

「
秋
の
七
草
」
は
、「
春
の

七
草
」
と
並
ぶ
季
節
の
風
物

詩
で
す
。
も
と
も
と
は
万
葉

集
で
詠
ま
れ
た
歌
に
由
来
す

る
も
の
で
、
現
在
の
植
物
名

で
は
ハ
ギ
類
(
ヤ
マ
ハ
ギ
や

マ
ル
バ
ハ
ギ
な
ど
)・
ス
ス

キ
・
ク
ズ
・
カ
ワ
ラ
ナ
デ
シ

コ
・
オ
ミ
ナ
エ
シ
・
フ
ジ
バ

カ
マ
・
キ
キ
ョ
ウ
に
あ
た
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
植
物
は
今
で
も

庭
や
園
地
で
栽
培
さ
れ
て
い

る
も
の
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
青
梅
市
内
で
の
野

生
個
体
の
生
育
状
況
は
は
っ

き
り
と
二
分
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ハ
ギ
類
・
ス
ス
キ
・
ク
ズ

は
ご
く
普
通
に
見
ら
れ
る
の

に
対
し
て
、
カ
ワ
ラ
ナ
デ
シ

コ
・
オ
ミ
ナ
エ
シ
・
フ
ジ
バ

カ
マ
・
キ
キ
ョ
ウ
は
近
年
ほ

と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
り
ま

し
た
。
こ
う
し
た
状
況
は
青

梅
市
だ
け
で
な
く
、
東
京
都

全
体
で
も
同
様
で
、
後
者
の

４
種
は
東
京
都
の
絶
滅
危
惧

種
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

歌
に
詠
ま
れ
る
ほ
ど
身
近

で
あ
り
ふ
れ
た
植
物
が
減

少
し
た
理
由
の
一
つ
と
し

て
、
生
育
に
適
し
た
草
地
や

明
る
い
雑
木
林
が
減
少
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
か
つ
て
は
青

梅
市
内
に
も
屋
根
葺ふ

き
の
材

料
や
家
畜
飼
料
、
田
畑
の
草

肥
を
採
る
た
め
の
草
地
が
あ

り
、
薪
や
炭
の
材
料
を
採
る

た
め
に
頻
繁
に
伐
採
さ
れ
た

ア
カ
マ
ツ
や
ナ
ラ
類
の
雑
木

林
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
草
地
や
雑
木
林

は
、
農
業
や
生
活
様
式
の
変

化
に
よ
っ
て
活
用
さ
れ
な
く

な
り
、
や
が
て
植
生
遷
移
に

よ
っ
て
樹
木
が

密
に
生
い
茂
る

山
林
に
移
り
変

わ
っ
て
い
き
ま

し
た
。
そ
の
結

果
、
秋
の
七
草

の
う
ち
半
分
余

り
は
見
ら
れ
な

く
な
っ
て
い
っ

た
の
で
す
。

　

青
梅
市
内
の
山
野
で
み
ら

れ
る
秋
の
七
草
は
ハ
ギ
類
・

ス
ス
キ
・
ク
ズ
ば
か
り
で
す

が
、
オ
ミ
ナ
エ
シ
だ
け
は
ご

く
稀ま

れ

に
生
育
し
て
い
る
よ
う

で
す
。丘
陵
地
を
散
策
し
て
、

運
が
良
け
れ
ば
黄
色
い
小
さ

な
花
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

郷
土
博
物
館

☎
23
・
６
８
５
９

　

「
♯
あ
そ
ぼ
う
よ
青
梅
」

で
、
市
内
の
公
園
に
つ
い
て

の
情
報
を
発
信
し
て
い
ま

す
。

　

「
♯
あ
そ
ぼ
う
よ
青
梅
」・

「
♯
公
園
の
名
称
」
で
、
あ

な
た
の
好
き
な
市
内
の
公
園

の
風
景
を
投
稿
し
て
く
だ
さ

い
。

　

み
な
さ
ん
の
フ
ォ
ロ
ー
お

待
ち
し
て
い
ま
す
！

　

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
(
記
事
ID
…
５
１
５
８

５
)
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
ア
カ
ウ
ン
ト
は
左
記
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら
確
認
で
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

秘
書
広
報
課

交
流
担
当

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
は
じ
め
ま
し
た
！

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
は
じ
め
ま
し
た
！

(
予
約
制
)

費
用　

１
千
円
(
保
険
代
、
資

料
代
、
弁
当
代
)

服
装
・
持
ち
物　

歩
き
や
す
い

服
、
は
き
な
れ
た
運
動
靴
、

筆
記
用
具
、
双
眼
鏡
(
お
持

ち
の
方
)

申
し
込
み

11
月
16
日
か
ら
電

話
☎
24
・
２
４
８
１
ま
た
は

84
・
２
５
１
０
で
(
一
社
)

青
梅
市
観
光
協
会
へ

　

青
梅
市
観
光
協
会
で
は
、
日

本
野
鳥
の
会
奥
多
摩
支
部
の
協

力
に
よ
り
、
12
月
の
冬
枯
れ
が

進
む
御
岳
渓
谷
に
お
い
て
、
野

鳥
観
察
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
環
境
の
御
岳
渓

谷
で
は
、
多
く
の
種
類
の
野
鳥

に
会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時

12
月
９
日
(
木
)、
13

日
(
月
)　

午
前
９
時
15
分

御
岳
交
流
セ
ン
タ
ー
集
合
〜

午
後
１
時
30
分
同
セ
ン
タ
ー

解
散

※
雨
天
中
止

内
容　

渓
谷
付
近
で
見
ら
れ
る

野
鳥
の
紹
介
、
野
鳥
観
察　

ほ
か

講
師　

日
本
野
鳥
の
会
奥
多
摩

支
部

定
員　

各
回
先
着
15
人
程
度

観
光
型
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
の
実
証
実
験
を
実
施
中

　

都
と
(
公
財
)
東
京
観
光

財
団
は
、Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
(Mobil

ity 
as 

a 
Service

)

に

よ
り
交
通
機
関
な
ど
に
関
す

る
情
報
提
供
か
ら
予
約
、
決

済
な
ど
を
行
う
、
観
光
客
向

け
サ
ー
ビ
ス
の
実
証
実
験

「TAMa-Go

青
梅
」
を
青
梅

市
で
実
施
し
ま
す
。

　

本
実
証
実
験
で
は
、
観
光

客
の
利
便
性
や
回
遊
性
の
向

上
を
図
り
、
新
規
の
観
光
客

や
リ
ピ
ー
タ
ー
の
来
訪
を
促

す
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

専
用
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

サ
イ
ト
な
ら
び
に
ア
プ
リ
に

お
い
て
、「
Ｊ
Ｒ
青
梅
線
や

公
共
バ
ス
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム

運
行
デ
ー
タ
を
用
い
た
経
路

検
索
」「
エ
リ
ア
内
の
観
光

情
報
や
行
程
作
成
機
能
等
の

提
供
」「
市
内
の
交
通
機
関
、

観
光
施
設
及
び
飲
食
店
等
の

Ｗ
ｅ
ｂ
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
」

「
デ
マ
ン
ド
交
通
の
運
行
」

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
ま
す
。

たまぐーで青梅大祭「蔭
か げ ま つ り

祭」
～青梅の山車祭り　写真・ポスター・資料展～

日時・会場・内容　下表のとおり

直接会場へ

その他　提携駐車場あり（有料）

問い合わせ　青梅市民センター☎２０－７１５０

　

詳
し
く
は
、
特
設
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

H Phttps://tama-

go.jp/nishitama/

(
左
二

次
元
コ
ー
ド
参
照
)
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

京
王
お
客
さ

ま
セ
ン
タ
ー
☎
042
・
357
・

６
１
６
１
、
市
商
工
観
光

課

FAX

△オミナエシ

®

日時（１１月） 会場 内容・講師 定員・持ち物

２０日（土）～２８日 (日）　
午前９時３０分～午後７時
※２８日は午後３時まで

ネッツたまぐーセン
ター３階研修室　ほ
か

山車幕やジオラマ等
青梅大祭にまつわる
展示

なし
２０日（土）・２１日（日）　
午前１０時～午後３時

ネッツたまぐーセン
ター１階南側広場・
３階展示交流スペー
ス

ヨーヨーつりや工作
教室など子ども向け
プログラム

２１日（日）　午前１０時
～午後３時

ネッツたまぐーセン
ター１階南側広場　
ほか

お囃子の実演と体験

２４日（水）　午後３時～
午後５時

ネッツたまぐーセン
ター多目的ホール

講演会「いまさら聞
けない青梅大祭」・
村野公一氏

先着５０人・
筆記用具

２４日（水）　午後７時～
午後９時

講演会「江戸の風俗
を正統に受け継ぐ青
梅の町と祭り」・齋
藤愼一氏

先着５０人・
筆記用具

※各日程の詳細は、ネッツたまぐーセンターで配布しているチラシをご覧ください。
二次元コード


